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令和元年 11 月１日 

吉田町教育委員会 

 

 吉田町教育委員会では以下の目的により、平成 26 年度から全国学力・学習状況調

査の結果を公表してまいりました。 

 

本年度におきましても、文部科学省から提供された調査結果を基に、教育委員会

及び各学校において、分析・検証を行いましたので、結果をお知らせいたします。 

 

調査結果から見えたそれぞれの課題については、調査結果を分析し、日々の授業

改善に生かすことにより早期に対応してまいります。今後も学校・家庭・地域が一

体となって児童生徒の学力の向上に取り組んでいきたいと考えておりますので御理

解・御協力をお願いいたします。 

  

 なお、次の点について御承知くださるようお願いいたします。 

・この調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であること 

・学校別結果の公表に当たっては公表する内容や方法等について、学校と事前に十

分な相談を行っていること 

                               

                                 

 

 

 

 

 

結果公表の目的 

児童生徒の学力・学習状況における課題を共有し、生活習慣や家庭学習の

改善を推進する。また補充学習の充実を図る。 

令和元年度全国学力・学習状況調査から見える吉田町の児童生徒について 

（教科に関する調査結果・生活習慣や学習環境等に関する調査結果） 

 

公表資料に関する問い合わせ先 

 

担当 学校教育課 

電話 ３３－２１５１ 

FAX ３３－２１５５ 
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１ 調査の概要 

 (1) 目的（文部科学省のねらい） 

  ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善

を図る。 

  イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

  ウ ア、イのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確

立する。 

 

(2) 調査実施日 

   令和元年 4月 18 日(木) 

 

(3) 吉田町の実施学校数及び実施児童生徒数 

 ア 小学校 

   ３校（住吉小学校・中央小学校・自彊小学校） 児童数 275 人（第６学年）  

 イ 中学校  

    １校（吉田中学校）生徒数 256 人（第３学年） 

 

 (4) 調査内容 

  ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、英語…中学校のみ）  

 イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

   (ｱ) 児童生徒に対する調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等） 

   (ｲ) 学校に対する調査（指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等） 

 

２ 調査結果の概要 

吉田町の全体的な成果、課題 

（1） 成果 

ア 小学校において、国語と算数の平均正答率が全国及び県を上回った。 

イ 中学校において、数学と英語の平均正答率が全国を上回った。 

ウ 本年度の中学校３年生数学の全国との平均正答率の差は、当該学年の生徒

が小６であった際の全国との平均正答率の差と比べて、上昇している。 

（2）課題 

ア 中学校において、国語の平均正答率が全国及び県を下回った。 

イ 本年度の中学校３年生国語の全国との平均正答率は、当該学年の生徒が小

学校６年生であった際の全国との平均正答率と比べて、低下している。 
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３ 吉田町の教科に関する調査結果（全国との平均正答率の差） 

(1) 小学校第６学年の教科に関する調査結果 

区分 

令和元年度 

全 国 静岡県 吉田町 全国との差 

国語 63.8 65.2 68.6 +4.8 

算数 65.2 66.1 66.6 +1.4 

            平均正答率（％） 

 

※全国平均及び県平均と比較を行うために

小数点以下の数字については、国及び県と

同様の方法で吉田町教育委員会において算

出。  

 

※令和元年度より、国語 A・国語 B及び算数

A・算数 Bが統合され「国語」と「算数」と

なった。 

 

（2）経年比較（参考） 

※平成 30 年度までの結果は、国語 A・国語 B 及び算数 A・算数 B を足して平均を出し「国

語」「算数」の平均正答率を算出。 

区分 

令和元年度 H30 年度 H29 年度 H28 年度 H27 年度 H26 年度 H25 年度 

全 国 静岡県 吉田町 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 

国語 63.8 65.2 68.6 +4.8 -3.1 +0.9 +2.0 +4.0 +1.1 -9.4 

算数 65.2 66.1 66.6 +1.4 -3.0 +1.5 +0.4 +1.4 -0.8 -3.6 
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 (3) 中学校第３学年の教科に関する調査結果 

区分 

令和元年度 

全 国 静岡県 吉田町 全国との差 

国 語 72.8 74.8 70.7 -2.1 

数 学 59.8 62.1 60.9 +1.1 

英 語 55.9 58.2 56.4 +0.5 

 

平均正答率（％） 
※全国平均及び県平均と比較を行うために、小数点以下の数字については、国及び県と同様
の方法で吉田町教育委員会において算出。 

※令和元年度より、国語 A・国語 B及び数学 A・数学 Bが統合され「国語」と「数学」とな
ったため。「英語」は、今年度初実施。 

（4）経年比較（参考） 

※平成 30年度までの結果は、国語 A・国語 B及び数学 A・数学 Bを足して平均を出し「国

語」「数学」の平均正答率を算出。 

区分 

令和元年度 H30 年度 H29 年度 H28 年度 H27 年度 H26 年度 H25 年度 

全 国 静岡県 吉田町 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 全国との差 

国 語 72.8 74.8 70.7 -2.1 0 -2.2 -0.5 -4.6 -1.2 -1.4 

数 学 59.8 62.1 60.9 +1.1 -0.2 -2.8 -1.1 -5.5 -1.4 -0.9 

英 語 55.9 58.2 56.4 +0.5             
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 (5) 平成 28 年度小学校第６学年から令和元年度中学校第３学年への推移 

区分 
平成 28 年度（小学６年生） 令和元年度（中学３年生） 

全国 吉田町 全国との差 全国 吉田町 全国との差 

国語 65.4 67.3 +1.9 72.8 70.7 -2.1  

算数・数学 62.4 62.8 +0.4 59.8 60.9 +1.1 

平均正答率（％） 

       

(6) 吉田町全体の教科ごとの分析結果 
  ア 小学校 

（ア）成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）各領域の状況 
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平成28年度（小学６年生） 令和元年度（中学３年生）

【H28小6からR1中３への推移】全国との差

国語 算数・数学

0 50 100

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と…

【小学校国語】領域ごとの平均正答率の差

全 国 静岡県 吉田町

0 20 40 60 80 100

数と計算

量と測定

図形

数量関係

【小学校算数】領域ごとの平均正答率の差

全 国 静岡県 吉田町

 

国 

 

語 

○全ての領域において、平均正答率が全国・静岡県を上回った。特に、「目的に応

じて、文章全体を概観して効果的に読む問題」の正答率が高い。 

●「目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く」に課題が

ある。条件に合わせて書くなど、「自分の考えを書く活動」を授業の中で継続的

に行っていく必要がある。 

●「漢字を文の中で正しく使うこと」に課題がある。漢字の学習においては、手本

を視写するだけでなく、他教科の授業や実生活において、習った漢字を進んで正

しく使う意識を高めていく必要がある。 

 

算 

 

数 

○「数と計算」「数量関係」の領域の平均正答率が全国・静岡県を上回った。特

に、「１つの棒グラフの読み取りに関する問題」の正答率が高い。 

●「２つのグラフを読む」ことの平均正答率が全国・静岡県より低い。２つ以上の

資料を比較して考える活動を意図的に取り入れていくことが大切である。また、

「図形」の領域の平均正答率が全国・静岡県よりも低い。複数の図形の性質や構

成要素を関連付けながら考える場面を今以上に授業の中に取り入れたい。 

●「求め方や理由を説明すること」にも課題がある。知識・理解や技能の習得にと

どまらず、説明する活動の充実を図る必要がある。その際、自分の考えを説明す

るだけではなく、ある式から考え方を考えそれを説明する等、工夫が必要であ

る。 
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（ウ）課題となる問題 

教科 
問題 

番号 
問題の概要 出題の趣旨 

正答率(％) 無解答率(％) 

吉田町 全国 差 吉田町 全国 差 

小学校 

国語 

１三 

公衆電話について調べたことを

【報告する文章】の    に，「２ 

調査の内容と結果」の（１）と

（２）で分かったことをまとめて

書く 

目的や意図に応じて，

自分の考えの理由を明

確にし，まとめて書く 

38.9  28.8  10.1  4.0  3.8  -0.2  

１四

（２） 

公衆電話について調べたことを

【報告する文章】の    の１文

を，接続語「そこで」を使って２

文に分けて書き直す 

文と文との意味のつな

がりを考えながら，接続

語を使って内容を分け

て書く 

47.6  47.8  -0.2  14.5  11.3  -3.2  

１四

（１）

ウ 

公衆電話について調べたことを

【報告する文章】の中の    部

ウを，漢字を使って書き直す（か

んしんをもってもらいたい） 

学年別漢字配当表に

示されている漢字を文

の中で正しく使う 

35.6  35.6  0.0  3.3  4.9  1.6  

小学校 

算数 

１

（２） 

二つの合同な台形を，ずらした

り，回したり，裏返したりして，同

じ長さの辺どうしを合わせてつく

ることができる形を選ぶ 

図形の性質や構成要

素に着目し，ほかの図

形を構成することがで

きる 

55.3  60.3  -5.0  0.7  0.6  -0.1  

１

（３） 

減法の式が，示された形の面積

をどのように求めているのかを，

数や演算の表す内容に着目して

書く 

示された図形の面積の

求め方を解釈し，その

求め方の説明を記述で 

きる 

42.2  43.9  -1.7  5.5  6.7  1.2  

２

（３） 

二つの棒グラフから，一人当たり

の水の使用量についてわかるこ

とを選び，選んだわけを書く 

資料の特徴や傾向を関

連付けて，一人当たり

の水の使用量の増減を

判断し，その理由を記

述できる 

49.8  52.1  -2.3  2.2  2.0  -0.2  

３

（２） 

減法の計算の仕方についてまと

めたことを基に，除法の計算の

仕方についてまとめると，どのよ

うになるのかを書く 

示された計算の仕方を

解釈し，減法の場合を

基に，除法に関して成 

り立つ性質を記述でき

る 

36.4  31.1  5.3  12.0  10.8  -1.2  
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イ 中学校 
（ア） 成果と課題 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 各領域の状況 

  

 

0 20 40 60 80 100

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

【中学校国語】領域ごとの平均正答率の差

全 国 静岡県 吉田町

0 20 40 60 80 100

数と式

図形

関数

資料の活用

【中学校数学】領域ごとの平均正答率の差

全 国 静岡県 吉田町

0 20 40 60 80 100

聞くこと

読むこと

書くこと

【中学校英語】領域ごとの平均正答率の差

全 国 静岡県 吉田町

 

 

国 

 

語 

 

 

○「書くこと」の領域の平均正答率が全国を上回った。特に、書いた文章を読み

直し、論の展開にふさわしい言葉を選択する問題の正答率が高い。 

●「読むこと」の領域の平均正答率が全国・静岡県よりも低い。特に、「文章の構

成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつ」ことに

対して課題がある。文章の構成や展開等、文章全体を捉えた読み方ができるよ

うに、文や文章全体を概観して効果的に読むような授業展開にしていく必要が

ある。また、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域も平均正答

率が全国よりも低い。封筒の書き方等、授業だけではなく、朝学習の時間等で

適切な時期に適宜指導していくようにしたい。 

 

 

数 

 

学 

 

○「資料の活用」の領域の平均正答率が全国・静岡県よりも高い。「関数」の領域

では、平均正答率が全国よりも高い。「図形」の平行や合同条件の理解に関する

問題において、正答率が高い。 

●「関数」の領域の平均正答率が全国を上回ったものの、吉田町平均正答率が 3

割台と低い。ここ数年、同様の傾向が繰り返されており、２つの数量の関係に

関数関係を見いだし、変化を考えさせるなど、引き続き指導方法の見直しが必

要である。小学校同様、「求め方や理由を説明すること」に課題がある。知識・

理解や技能の習得にとどまらず、説明する活動の充実を図る必要がある。ま

た、２つ以上の資料を比較して考える等、複数の資料から考えを形成する活動

を展開していく必要がある。 

 

英 

 

語 

〇「聞くこと」の領域の平均正答率が全国を上回った。「聞いた内容を理解する問

題」において、正答率が高い。 

●「読むこと」の領域の平均正答率が全国・静岡県よりも低い。「読んだことに対

して書く」や「聞いたことに対して書く」ことも、「読むこと」「聞くこと」の

目標に含まれる。授業の中で、実際のコミュニケーション場面を意識し、子ど

もが聞いたり読んだりしたことをもとに、目的・場面・状況に応じて、「何をど

のように伝えたらよいか」を考えて表現するといった、技能統合型の言語活動

を取り入れていく必要がある。 
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（ウ）課題となる問題 

教科 
問題

番号 
問題の概要 出題の趣旨 

正答率(％) 無解答率(％) 

吉田町 全国 差 吉田町 全国 差 

中学校 

国語 

１一 

「日本の文化の中には，海外

でも広く知られているものがあ

ります。……第一回は，弁当で

す。」について説明したものと

して適切なものを選択する 

文章の構成や展開，表現

の仕方について，根拠を

明確にして自分の考えを

もつ 

59.0  63.9  -4.9  1.6  0.1  -1.5  

１二 

「海外に広がる弁当の魅力」

で述べられている，弁当の魅

力として適切なものを選択す

る 

文章の展開に即して情報

を整理し，内容を捉える 
55.9  61.5  -5.6  0.0  0.1  0.1  

１四 

「声の広場」への投稿を封筒

で郵送するために，投稿先の

名前と住所を書く 

封筒の書き方を理解して

書く 
48.8  56.8  -8.0  10.2  5.6  -4.6  

中学校 

算数 

６

（１） 

冷蔵庫Ａの使用年数と総費用

の関係を表すグラフについて，

点Ｐの y 座標と点Ｑの y 座

標の差が表すものを選ぶ 

グラフ上の点Ｐの y 座

標と点Ｑの y 座標の差

を，事象に即して解釈す

ることができる 

33.2  38.8  -5.6  0.4  0.3  -0.1  

６

（２） 

冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて，

式やグラフを用いて，２つの総

費用が等しくなる使用年数を

求める方法を説明する 

事象を数学的に解釈し，

問題解決の方法を数学

的に説明することができ

る 

30.5  34.7  -4.2  15.6  11.6  -4.0  

８

（２） 

「１日に２６分ぐらい読書をし

ている生徒が多い」という考え

が適切ではない理由を，ヒスト

グラムの特徴を基に説明する 

資料の傾向を的確に捉

え，判断の理由を数学的

な表現を用いて説明する

ことができる 

44.5  40.8  3.7  21.5  21.3  0.2  

中学校 

英語 

４ 

来日する留学生の音声メッセ

ージを聞いて，部活動につい

てのアドバイスを書く 

聞いて把握した内容につ

いて，適切に応じることが

できる 

7.4  7.6  -0.2  48.0  42.3  5.7  

８ 

食糧問題について書かれた資

料を読んで，その問題に対す

る自分の考えを書く 

書かれた内容に対して，

自分の考えを示すことが

できるよう，話の内容や

書き手の意見などをとら

えることができる 

5.9  10.9  -5.0  37.5  27.9  -9.6  

１０ 

学校を表す２つのピクトグラム

（案内用図記号）の案を比較

して，どちらがよいか理由とと

もに意見を書く 

与えられたテーマについ

て考えを整理し，文と文

のつながりなどに注意し

てまとまりのある文章を

書くことができる 

1.2  1.8  -0.6  16.0  8.3  -7.7  
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４ 吉田町の生活習慣や学習環境に関する調査結果（全国との平均正答率の差） 
（1） 吉田町の全体の結果 
ア 全国よりも肯定的な回答が特に高い事項 
 ＜小中学校共通＞ 

設   問 小中 全国（％） 吉田町（％） 

今住んでいる地域の行事に参加している 小 68.0 80.4 
中 50.6 73.5 

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる 

小 65.7 78.2 
中 61.5 75.4 

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合
い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている 

小 74.0 82.2 
中 71.6 83.6 

＜小学校＞ 
設   問 全国（％） 吉田町（％） 

家で自分で計画を立てて勉強している 71.5 79.6 
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができている 

74.1 80.3 

＜中学校＞ 
設   問 全国（％） 吉田町（％） 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 70.3 80.5 

地域や社会をよくするために何をするべきかを考えることがある 39.4 55.1 

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべき
ことを決めて取り組んでいる 

65.6 79.3 

数学の勉強は好きだ 57.9 67.2 

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思う 76.2 85.9 

イ 全国よりも肯定的な回答が特に低い事項 
 ＜小中学校共通＞ 

設   問 小中 全国（％） 吉田町（％） 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、２時間以上勉強
をする 

小 29.3 21.5 
中 35.5 25.4 

小学生は５年生までに、中学生は１・２年生の時に受けた授業で、コ
ンピューターなどの ICT を週１回以上使用した 

小 30.6 22.5 
中 30.6 14.5 

読書は好きだ 小 75.0 66.6 
 中 68.0 58.2 
＜小学校＞ 

設   問 全国 吉田町 
学校の授業時間以外に、普段１時間以上読書をする 18.3 10.5 

国語の勉強は好きだ 64.2 54.5 

＜中学校＞ 
設   問 全国 吉田町 

国語の授業の内容はよく分かる 77.6 70.3 
英語の授業の内容はよく分かる 66.0 57.4 

将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたい 41.3 34.8 
解答時間は十分だった（英語） 63.0 56.6 

 
小中学校共に、学級生活をよりよくするために、互いの意見のよさを生かして解決方法を

決めている児童生徒が多く、よりよい学級作りをしようとしていることがわかる。小学校に
おいては、学級の友だちとのコミュニケーションを通して、自分の考えを深めたり広げたり
できており、今後も、意図的な対話を取り入れた授業展開をしていきたい。 
小中学校共に、地域の行事への参加率が高い。しかし、地域や社会をよくするために何をす
べきか考える児童生徒は、全国と比べて多いものの十分ではない。地域を意識した授業展開
や活動を取り入れ、学習を地域や社会とつなげていくようにしたい。 
小中学校共に、ICT を活用した授業の実施が少ない。効果的な活用方法を考えながら、積極
的に活用していくようにしたい。また、全国と比べて、家庭での学習時間が少ない。ICT の活
用も含め、「もっとやりたい」「もっと知りたい」授業を展開し、家庭への学習へつなげるよ
うにしていきたい。  
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５ クロス集計結果 
＜肯定的な回答をした児童生徒ほど、平均正答率が高い事項＞ 
※児童生徒を正答数の大きい順に整列し、人数比率で４つの層に分けている。左側が
正答数の大きい層となる。縦軸…平均正答率（％） 横軸…設問への回答類型（肯→否） 

 

(４５)　国語の授業では，目的に応じて，自分の考え
を話したり書いたりしていますか

(４７)　文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や
文を見つけたり、文章や段落どうしの関係を考えたりしな
がら読んでいますか

（小学校） （中学校） （小学校） （中学校）

(３５）５年生までに受けた授業では，課題の解決に向け
て，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか

(１８) 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜
日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか

（小学校） （小学校）

（中学校）

（中学校）

(43・52・57)授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか

(１７) 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか
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 小中学校共に、「目的に応じて」自分の考えを話したり書いたりしている児童生徒、また、

「目的に応じて」文章や段落の関係を考えて読んでいる児童生徒は、平均正答率が高い。そ

のため、「何のために（目的）、何をやるのか（内容）」等、児童生徒に見通しをもたせた授業

を行うことが大切である。 

 小学校では、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んだ」という児童は、平

均正答率が高い。児童生徒が主体的に取り組むために、導入や学習課題の工夫が必要である。  

 中学校では、「学習したことが、将来、社会に出たときに役立つと思う」生徒の平均正答

率が高い。授業での学習を実生活に結び付けていけるよう、どの教科でも、児童生徒が見方・

考え方を働かせた授業展開をし、「学んだことが何に生かせそうか」等、振り返りをしっかり

行っていく必要がある。 

 家庭学習においても、「授業時間以外の勉強時間が多い」児童ほど平均正答率が高く、「自

分で計画を立てて勉強している」生徒ほど平均正答率が高い。家庭学習の充実も今以上に考

えていかなければならない。 

 
６ 学校別 調査結果及び分析結果と今後の対応 
(1)  小学校 

ア 住吉小学校（教科に関する調査結果） 

分析結果 

＜国語＞ 

 

 

 

  ＜算数＞ 

 

＜国語＞ 

 

＜算数＞ 

 

 

【成果】 

○「目的に応じてまとめて書く」（１―三）「目的に応じて読む」（２－（１）（２））

「目的に応じて質問を工夫する」（２－二）という問題に合わせた対応ができている。 

（１―二） 

・情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉える 

○示された式の意味理解ができている。（２－（４）） 

・加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができる。６＋0.5×２             

【課題】 

○伝えなければいけないことを端的に伝えることが苦手である。（１―四(2)） 

・文と文との意味の繋がりを考えながら接続語を使って内容を分けて書く。     

○図形の構成要素の理解が十分ではない（１－（２）） 

・図形の性質や構成要素に着目し、他の図形を構成することができる。        

○何が使えそうかという数学的な見方・考え方の部分が育っていない。（３－（２））  

今後の対応 

＜国語＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○低学年からの取り組み 

・絵日記、行事後の感想文、町探検で発見したこと等の生活場面を書かせるように

する。その際は順序を表す言葉をキーワードとして取り入れさせ、順序を表す接

続詞に慣れて使えるようにする。なお、書いた際は教師が推敲し、児童が正しく

接続詞を用いて書けるようにする。 

○中学年以降の取り組み 

・毎週行っている週末課題を利用していく。理由（なぜなら等）をキーワードとし

て入れて書くだけでなく、「そこで」（転換）、「このように」（結論）などもキーワ

ードとして取り入れ、様々な接続詞を使えるようにする。またその際、自分で見

直したり、友達の文章も推敲したりできるようにする。 

○全校としての取り組み 

・教科書の巻末の文法事項（言葉のきまり）を活用し、推敲の視点がもてるようにする。 

・本校で取り組んでいる「対話週間」を活用する。対話週間をふりかえることで、

結論先行で話すことでも自分の考えを順序よく伝えられることを児童自身が体感

できるようにする。 
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＜算数＞ 

 

○図形の構成要素の理解 

・室内遊びの時間を有効に使う。例えば「さんすうボックス」で遊んだり、折り紙

を折ったり、立体パズルで遊んだりするなど、遊びから体感的に図形に親しむこ

とができるようにする。 

○応用問題の活用 

・単元の終末に、同じような説明で解ける、既習の問題から（部分的に）レベルア

ップした問題を提示して説明させる等、応用問題を用いて必要な情報を落とさず

に使えることができるようにする。 

○１－（２）、３－（２）に共通した取り組み 

・算数の用語を正しく理解して使えるように、根拠を明確にして説明する時間（書

く・話す）を単元内に必ず取り入れるようにする。 

・問題を解くのに必要な情報を素早く読み取ることができるように、問題文の視写

を行う。 

住吉小学校（生活習慣や学習環境等に関する調査結果） 

分
析
結
果 

【成果】 

（全国と比較し
てよくできてい
ること） 

※全国よりも肯定的

な回答が５ポイン

ト以上高い事項 

（１７）家で自分で計画を立てて勉強をしていますか  
（２３）今住んでいる地域の行事に参加していますか  
（２９）学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていると思いますか 
（３２）あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し

合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていると思い
ますか                  

（３８）国語の勉強は大切だと思いますか     
（４３）国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝

わるように理由を示したりするなど、話や文章の組立てを工夫し
ていますか                

（５１）算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと
思いますか                

（５４）算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するよう
にしていますか              

【課題】 

（全国と比較し
てできていない
こと） 

※全国よりも肯定的

な回答が５ポイン

ト以上低い事項 

（２１）読書は好きですか            
（２２）新聞を読んでいますか          
（２５）外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったり

してみたいと思いますか      
（２６）日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっ

と知ってもらいたいと思いますか   
 

＜今後の対応＞ 

○（２１）（２２）について 

・これまで行ってきた、保護者や地域人材による「お話玉手箱」を今後も活用しつつ、例えば

物語文の関連読書ができるように、教師が終末に読み聞かせを行ったり、司書教諭も活用

して関連読書を紹介したりして、子どもが読書を広げていけるようにする。 

・家庭環境やインターネットの普及も影響しており、新聞に触れる機会に差があるため、こ

れまで子ども新聞などを活用していろいろな記事を子どもたちに紹介してきた。今後とも

この取り組みは継続していくが、高学年では海外の情勢など世界や未来に対して広い視野

や興味がもてるような記事を選んで紹介していくようにする。 

○（２５）（２６）について 

・吉田町内には ALT が 3 人いる。教育委員会にも協力を仰ぎ、隣接校の ALT を招いて子ど

もたちが慣れていない外国の方に、英語で伝える（中学年はふれあう）経験をさせる。  

・例えば５年生では総合的な学習の時間に「防災」について調べている。「避難経路」や「防

災グッズの紹介」などを、地域に住む外国の方が災害時に身を守れるような情報を発進す

る機会を設けることで、外国の人に伝えることができたという経験をさせる。 
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イ 中央小学校（教科に関する調査結果） 

分析結果 

  ＜国語＞ 

 

 

  ＜算数＞ 

 

 

 

 

  ＜国語＞ 

 

 

 

  ＜算数＞ 

   

【成果】 

・目的に応じて、文章の内容を明確に押さえ。自分の考えを明確にしなが

ら読むことができる。                  

・記述式の問題の正答率が高い。             

・棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることができる。 

・示された計算の仕方を解釈し、除法について成り立つ性質を記述するこ

とができる。         

・示された計算の仕方を解釈し、計算の仕方を工夫することができる。 

【課題】                        

・同音異義語の区別ができていない。 

・文章の要旨を読み取ることができていない。 

・情報を相手にわかりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えること

ができていない。                     

・加法と乗法の混合した計算の正答率が低い。       

・既習事項をもとに考える力が弱い。 

・算数用語を使っての説明ができない。 

・文章から問題の意図を読み取ることができない。 

今後の対応 

＜国語＞ 

 

 

 

 

 

＜算数＞ 

・何を聞かれていて、どう答えればよいか考える活動を組み込む。 

・書き出しと文末が合うよう丁寧に作文指導を行う。 

・主語と述語の関係を考える活動を取り入れる。 

・理由を述べる時、「○○だから」という書き方、言い方の指導を行う。 

・漢字の学習の中で、熟語の意味を考える時間を設ける。 

・段落を意識した指導、授業づくりを行う。 

・四則計算の混ざった練習問題を意図的に組み入れる。 

・既習事項の掲示、復習の時間を確保する。 

・授業の中で教師が算数用語を意図的に使う。 

・低学年からの積み重ねを意識する。 ・問題を読み取る時間を確保する。  

・図や挿絵を使って問題場面の理解を図る。 

 中央小学校（生活習慣や学習環境等に関する調査結果） 

分
析
結
果 

                 

【成果】 
（全国と比
較してよく
できている
こと） 
※全国よりも肯

定的な回答が

５ポイント以

上高い事項 

（２３）今住んでいる地域の行事に参加していますか。       
（３１）総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整

理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んで
いると思いますか。   

（３２）あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で
話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めてい
ると思いますか。    

（３６）5年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、
自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話しの組み立
てなどを工夫して発表していたと思いますか。          

【課題】 
（全国と比
較してでき
ていないこ
と） 
※全国よりも肯

定的な回答が

５ポイント以

上低い事項 

（１２）学校に行くのは楽しいと思いますか。         
（１３）学校の決まりを守っていますか。（２１）読書は好きですか。                 
（２４）地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがで

きますか。 
（２７）5 年生までに受けた授業で、コンピューターなどの ICT をど

の程度使用しましたか。 
（３７）国語の勉強は好きですか。              
（４４）国語の授業で文章や資料を読む時、目的に応じて、必要な語

や文を、見つけたり、文章や段落どうしの関係を考えたりし
ながら読んでいますか。 

（４６）算数の勉強は好きですか。               
（５２）算数の問題の解き方が分からない時は、諦めずにいろいろな

方法を考えますか。  
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＜今後の対応＞ 

・朝の活動の時間で、ブックトークや読み聞かせを行い、継続的に本にふれあう時間を設け

る。 

・地域に根ざした教材や日常生活に関連する学習課題を意図的に設定する。 

・ICT の活用事例を共有し合い、意図的に ICT を活用する。 

・国語の学習で、魅力ある言語活動を設定し、目的を明確にして文章や資料を読む活動に取

り組む。 

・既習事項を想起させる手立て（掲示や復習）を意図的に行う。 

・算数の学習で、児童が数学的な見方・考え方を働かせるような学習課題を設定する。 

 

 ウ 自彊小学校（教科に関する調査結果） 

分析結果 

＜国語＞ 

 

 

 

 

 

＜算数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語＞ 

 

 

 

 

＜算数＞ 

 

 

 

 

 

【成果】 

・全体的に正答率が高かった。特に、全国平均よりも大きく高かった設問

について挙げる。 

◎２－（２）目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確

にしながら読む。 

◎３三 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる。 

◎３四 ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いる。 

・県、全国共に正答率は上回っているが、設問による正答率の差が激しい。

大きく上回っているものを挙げる 

◎３（２）示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して

成り立つ性質を記述できる。 

◎３（３）示された計算の仕方を解釈し、かける数や割る数を選び、計算し

やすい式にして計算できる。 

◎４（２）示された場面において、複数の数量から必要な数量を選び、立式

することができる。 

【課題】 

・県、全国の正答率を下回ったのでは一問のみ。 

▼１四（１）ウ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく

使う。 

※漢字の設問中３問の、平均との差異がそれぞれ違う。（平均並み、高い、低い） 

・県、全国の正答率を下回ったのは４問。内２問が図形、１問がグラフに関

するもの。 

▼１（２）図形の性質や構成要素に着目し、他の図形を構成することができ

る。 

▼１（３）示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述

できる。 

※図形、グラフなど問題慣れしていない児童が見受けられた。 

 

 

 

 

今後の対応 

 

国語、算数ともに、平均正答率については良い結果が見られた。 

これも６年までに積み上げてきた学習体験（町学力調査、基礎基本の繰り

返し、辞書活用、継続した学び）の成果であると感じる。 

しかし、漢字や図形、グラフについては設問により差が見られる。今後も

本校の取組を継続して進めるとともに、漢字については、言葉の意味に着

目して漢字学習に取り組んだり、図形、グラフについては教科横断的に様々

な場面で扱ったりして、知識及び技能を定着させ、思考へと繋げる指導を

進めていく。 
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自彊小学校（生活習慣や学習環境等に関する調査結果） 

分
析
結
果 

【成果】 

（全国と比較

してよくでき

ていること） 

※全国よりも肯

定的な回答が

５ポイント以

上高い事項 

（４）学校での出来事を話す。 

（５）自分には良いところがある。 

（９）最後までやりとげて嬉しい。 

（１０）失敗を恐れずに挑戦している。 

（１７）家で計画を立てて勉強している。 

（２３）地域行事に参加している。 

（２４）地域や社会をよくするために考える。 

（２８）ICT を活用したい。 

（２９）話し合いで自分の考えを深め、広げる。 

（３３）自分が努力することを決めて取り組んでいる。  

【課題】 

（全国と比較

してできてい

ないこと） 

※全国よりも肯

定的な回答が

５ポイント以

上低い事項 

（７）先生は分かるまで教えてくれる。 

（１３）決まりを守っている。 

（１５）いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う。 

（１９）一日あたりの読書の時間 

（２１）読書は好きか？ 

（２７）５年生で ICT をどの程度使用したか？   

＜今後の対応＞ 

・毎日の自主学習ノート（予定、日記、メモ、学習）が習慣となり身についてきて、時間を有

効に使い学習に取り組むようになってきた。先を見越しての計画に沿って生活ができてい

る。今後も継続して指導していく。 

・「決まりを守る」「いじめを許さない」の項目が低い。学校生活の中で、「ほめ言葉のシャワ

ータイム」に取り組んでいる。気持ちよく生活できるように指導を継続し、他と共生でき

る児童に育てたい。 

 

（2）中学校 

  吉田中学校（教科に関する調査結果） 

今後の対応 

＜国語＞ 

 

 

 

＜数学＞ 

 

 

 

 

 

＜英語＞ 

 

 

・書くことへの抵抗感を減らすため、日々の授業では自分の考えや授業内容

をまとめる機会を増やしていく。 

・読むことについては注意深く読む習慣を付けられるように、本文に根拠を

求める読みを意識させていく。 

・場面読みではなく、「単元を貫く言語活動」を取り入れるようにしていく。 

・多様な考え方が出るような学習課題を提示し、考える授業をつくっていく

ように数学部で意識していく。その際、対話的な学びにより、考えを深め

たり広げたりする時間を設定する。 

・振り返りを大切にするとともに、練習問題を行う時間を確保し、定着を図

る。 

・学習指導要領の付けたい力を押さえた授業・単元を構想していく。 

・帯活動などで自分の考えを英語で伝え、その根拠や理由まで付け加えて

２、３文で書いたり話したりすることができるような活動を取り入れる。

まずは定型文のような形を覚えさせて、応用ができるような活動にしてい

く。  

・まとまりのある英文を読んだり聞いたりして、理解したことを英文で表す

ような問題においては、文法的な間違いよりもコミュニケーションとして

成り立つかどうかを重視し、相手に伝えることを恐れないように、授業の

中で意識付けをしていく。 



16 

 

吉田中学校（生活習慣や学習環境等に関する調査結果） 

 

分
析
結
果 

【成果】 

（全国と比較

してよくでき

ていること） 

※全国よりも肯

定的な回答が

５ポイント以

上高い事項 

（１）朝食を毎日食べていますか 

（８）将来の夢や目標を持っていますか 

（１０）難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか 

（２３）今住んでいる地域の行事に参加していますか 

（２４）地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることが

ありますか 

（３２）生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか 

（３４）総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め

整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組ん

でいると思いますか 

（３５）あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活

動で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決め

ていると思いますか 

（３６）学級活動における学級の話し合いを生かして、今、自分が

努力すべきことを決めて取り組んでいると思いますか 

（３７）１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか 

（３８）１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する

機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか 

（４４）国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話した

り聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようとしてい

ますか 

（４６）国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、う

まく伝わるように根拠を示したりするなど、話や文章の組立

てを工夫していますか 

（４９）数学の勉強は好きですか 

（５２）数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思いますか 

（６２）１、２年生のときに受けた授業では、原稿などの準備をす

ることなく、自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動

が行われていたと思いますか 

（６３）１、２年生のときに受けた授業では、スピーチやプレゼン

テーションなど、まとまった内容を英語で発表する活動が行

われていたと思いますか   

【課題】 

（全国と比較し

てできていない

こと） 

※全国よりも肯

定的な回答が５

ポイント以上低

い事項 

（１８）学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時

間、勉強をしますか 

（２１）読書は好きですか 

（３０）１、２年生のときに受けた授業で、コンピュータなどのＩ

ＣＴをどの程度使用しましたか 

（４２）国語の授業の内容はよく分かりますか 

（５４）英語の勉強は好きですか 

（５６）英語の授業はよくわかりますか 

（５９）あなたは将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職

業に就いたりしたいと思いますか 

（６７）解答時間は十分でしたか（国語） 

（６８）解答時間は十分でしたか（数学） 

（６９）解答時間は十分でしたか（英語） 
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＜今後の対応＞ 

・各教科部を中心に、学力調査で課題となった部分を受け止め、授業改善に生かしていく。

各教科の学習が好きになってもらえるように、日常生活や実態に合わせた教材の工夫を取

り入れていく。 

・解答時間が足りないと答えている生徒が多かったため、授業や日常生活の中でも限られた

時間内に課題をやり切ることができるように指導をしていく。生徒の実態に合わせて、思

考をするための妥当な時間を設け、設定した時間を安易に引き延ばさないようにする。 

・家庭での学習時間が全国に比べて少ないため、帰りの会で学習計画を立てることを徹底す

るとともに、家庭学習の効果的な方法について指導を継続する。その際、家庭とも連携を

図って、家庭学習について見守りをお願いしていく。 

・各教科の授業では、授業に即座に生きる宿題を出したり、予習になるような宿題を出した

り、単元テストの対策と関連付けた宿題を出したりするなど家庭学習に必然性を持たせる

取組を行っていく。 

・司書教諭や学校図書と連携し、読書の魅力を伝えていく。 

・ＩＣＴ機器は生徒にとって興味・関心をそそるものであるので、授業でＩＣＴを活用する

機会を増やして意欲的に学習に取り組めるようにしていく。そのために、ＩＣＴの環境整

備を町教育委員会に依頼していく。 


